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診断から治療へ活かす

日 時： 年 月 日（木） ～

がもたらす の近未来
村上省吾先生（社会医療法人社団更生会村上記念病院放射線科部長）

肩・肘専門医が求める診断画像
菅谷啓之先生（東京スポーツ＆整形外科クリニック 院長）
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製造販売業者

〒 東京都港区港南 フィリップスビル

お客様窓口

受 付 時 間 ： ～ ：

（土・日・祝祭日・年末年始を除く）

改良などの理由により予告なしに意匠、仕様の一部を変更することがあり
ます。あらかじめご了承ください。詳しくは担当営業、もしくは「お客様
窓口」までお問い合わせください。記載されている製品名などの固有名詞は、

またはその他の会社の商標または登録商標です。

がもたらす の近未来

村上省吾先生（社会医療法人社団更生会村上記念病院放射線科部長）

わずか の液体へリウムで稼働する、 。
患者様の快適性から臨床画像まで、画像診断医の観点から新しい運用を詳細に解説いただきます。
圧縮センシングを利用した救急脳 や、 を血流アーチファクトの抑制に利用した腹部検査、
話題の骨皮質強調画像 など新しい技術を積極的に取り入れた 検査に注目です。

肩・肘専門医が求める診断画像

菅谷啓之先生（東京スポーツ＆整形外科クリニック 院長）

整形外科医の視点で、画像診断をどのように治療に活かしているかをご解説いただきます。

治療を知ることで、複雑な靭帯や筋肉構造をもつ肩・肘関節の撮像すべきコントラストや断面の理解
が深まります。明日から使える情報が満載です。

本セミナーに関しまして
ご不明な点やご質問などございましたら、お気軽にお問い合わせください。

メールでのお問い合わせ窓口：

http://www.philips.co.jp/healthcare

